
ご自宅に飲み忘れたお薬がありませんか？ 

飲み忘れてしまった薬は「かかりつけ薬局」にご相談ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

医師から処方されたお薬を毎日正しく服用することは、実はとてもむずかしいことです。 

病院から処方され、飲み忘れ等によりご自宅に残ってしまった薬を残薬といい、残薬は飲み間

違いやご家族が誤って服用してしまう原因ともなります。 

残薬は、医療費の観点からも社会問題の一つとなっており、日本薬剤師会の調査（※）による

と在宅の 75歳以上でみても、残薬の総額は年間 475

億円に上ると推計され、日本全体では 1,000億円以

上の残薬があるとも言われています。 

（※ 平成 19 年度老人保健事業推進費等補助金「後期高齢者の服薬におけ

る問題と薬剤師の在宅患者訪問薬剤管理指導ならびに居宅療養管理指導

の効果に関する調査研究 報告書」） 

（https://www.kenporen.com/health-insurance/basic/05.shtml より引用） 

国民皆保険という世界に誇るこの制度を持続可能なものにするためにも、私たち一人ひとりが

自分の健康を自分で管理し、自身の医療費を安くするだけでなく、日本の医療費削減に努めてい

く必要があります。 

  

ご自宅に残薬がある場合 

1）残薬の相談を希望する場合は、かかりつけ薬局にお薬手帳とともに残薬をご持参ください。 

2）処方日数の調整や、飲み忘れ防止のための工夫（一包化、用法、剤形の変更等）を一緒に考

え、医師へ提案することも可能です。 

3）不要となった残薬は病院、薬局で回収可能ですが、薬を買い取ったり、返品できるわけでは

ありません。 

 

伊那中央病院・上伊那薬剤師会 

余った薬がたくさんある 

けど、どうしよう？ 

どうしても昼食後の薬を 

飲み忘れることが多くて！ 


